
個 13－１ 

（13） 質問者議員 浦 山 宣 之 

 

件名１ 誰も取り残さないまちに前進するために。 

要旨１ 公共交通網リ・デザイン後、長野中学校区内で、例えば小山田～キックス

～河内長野駅間で通勤・通学・通院などの生活が分断されたとの声を聞く。

他方では路線バスの三日市町駅～河内長野駅の便がなくなり、本当に不便

になったとの声が届けられている。 

(1) 市はアンケートを実施中であるが、早急な対応策を考えているのか。 

(2) 障がいのある方々が移動支援サービスを受けるとき等に影響が出ている

と聞く。現状を把握しようとしているのか。 

(3) 市立福祉センターの送迎バス等、既存サービスとの連携や、ＡＩを活用

した予約制の乗り合い送迎サービス「チョイソコ」導入など、庁内一丸

となり市民の移動確保に英知を結集すべきではないか。 

 

件名２ 子ども・若者が健やかに育み、成長できる保育・教育等の環境の推進を。 

要旨１ 第２子以降の保育料無償化のスムーズな実施について。 

要旨２ 未来を守るために保育士・幼稚園教諭確保策を進めよ。 

(1) 市内で勤務かつ市内で一人暮らしをしている保育士・幼稚園教諭に家賃

補助を。 

(2) 市内の園を希望する教育（保育）の実習生に対して給食費及び交通費補

助をすべきではないか。見解を問う。 

(3) 園運営において事業用ごみシールの負担が大きい。拡充すべきと考える

が見解を問う。 

要旨３ 災害級の酷暑が続く中、小中学校の理科室・美術室などの特別教室に空調

設置を進めるべきと考えるが見解を問う。 

要旨４ 大学・専門学校・高等教育における奨学金返還支援制度は、これから社会

に出る若い世代の経済的負担軽減に寄与し、企業の人材確保、そして地域

の就労や定住促進にもつながる。このことは令和３年９月議会から訴えて

いる。市内企業への導入の拡充を進め、さらに本市独自の奨学金返還支援



個 13－２ 

制度も創設すべきと考えるが、見解を問う。 

 

件名３ 空き家・空き地の適切な管理と円滑な市場流通促進について。 

要旨１ 市外在住の所有者に対し、空き家・空き地を適正に管理していただくため

の施策として、草刈りやお墓を含む管理業務をシルバー人材センター等が

提供するふるさと納税の返礼品として提案するが、見解を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答弁を要求する理事者 

       市長並びに関係理事者 


